
　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
多
種
多

様
な
生
涯
学
習
事
業
を
町
民
の
皆
さ
ん
に

提
供
し
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
の
促
進

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
当
事
業
に
賛
同

し
、
開
催
期
間
中
に
事
業
を
行
う
団
体
は

公
民
館
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
民
館

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
実
施
期
間
】

　

10
月
上
旬
〜
12
月
上
旬
予
定

【
昨
年
度
の
協
賛
事
業（
参
考
）】

　

料
理
、
自
然
観
察
、
学
習
会
、
講
演
会

な
ど

【
申
込
期
限
】
9
月
2
日（
金
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
会
教
育
課（
公
民
館
内
）
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教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
29
年
の
成
人

式
を
八
雲
・
熊
石
両
地
域
と
も
1
月
3
日

（
火
）に
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

平
成
8
年
4
月
2
日
〜
平
成
9
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

　

名
簿
は
11
月
1
日
現
在
の
住
民
基
本
台

帳
に
基
づ
い
て
作
成
し
、
12
月
上
旬
に
案

内
状
を
送
付
し
ま
す
が
、
12
月
中
旬
ま
で

に
案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
は
出
席
を
希

望
す
る
地
域
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
学
生
で
一
時
的
に
住
民
票
を
移
し
て
い

　

る
方
や
八
雲
町
出
身
で
現
在
他
市
町
村

　

に
お
住
ま
い
の
方
で
も
出
席
で
き
ま
す

　

の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日
時
と
場
所
】

◎
熊
石
地
域

　

場
所
：
八
雲
町
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

く
ま
い
し
館

　

受
付
：
正
午　
　

式
典
：
午
後
1
時
〜

　

記
念
公
演
等
：
午
後
2
時
〜

◎
八
雲
地
域

　

場
所
：
八
雲
町
民
セ
ン
タ
ー

　

受
付
：
午
後
2
時
〜

　

式
典
：
午
後
3
時
〜

　

記
念
公
演
等
：
午
後
4
時
〜

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
熊
石
地
域
：
熊
石
教
育
事
務
所
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・
八
雲
地
域
：
社
会
教
育
課（
公
民
館
内
）
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夏
の
風
物
詩
の
ひ
と
つ
で
あ
る
花
火
。

花
火
の
思
い
出
と
は
楽
し
い
も
の
で
す

が
、
花
火
に
よ
っ
て
ケ
ガ
や
事
故
、
火

災
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
正

し
い
使
用
方
法
で
ケ
ガ
や
事
故
の
な
い

楽
し
い
思
い
出
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

花
火
で
遊
ぶ
時
の
注
意
事
項
等
は
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
一
度
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
も
う
一
度
注

意
事
項
を
確
認
し
、
ケ
ガ
や
事
故
の
無

い
よ
う
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く

　
読
ん
で
必
ず
守
る
こ
と
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え

　
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊
ん
だ

　
り
し
な
い
こ
と
。

③
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
束
ね
て

　
点
火
し
た
り
し
な
い
こ
と
。

④
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
は
や

　
め
る
こ
と
。

⑤
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
す

　
る
こ
と
。

⑥
子
供
だ
け
で
花
火
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

⑦
正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法
で
点
火

　
す
る
こ
と
。

⑧
花
火
の
筒
先
に
顔
や
手
を
絶
対
に
出

　
さ
な
い
こ
と
。

6

花
火
で
遊
ぶ

と
き
の
注
意

◎
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　夏休みを利用して、身の周りにある使
わなくなったものや自然にあるものを使
って、自分だけの作品を作ってみません
か。小学生が作った力作を、ぜひ見にき
てください。
【展示期間】9月2日（金）～9日（金）
【展示場所】公民館展示室
【作品申込方法】
　8月30日（火）までに、各学校の担任の
先生へ提出してください。
※入賞作品のうち、特に優れたものにつ
　いては、函館地方児童生徒発明くふう
　展に出品します。
【主催】八雲町公民館
【後援】
　北海道新聞社八雲支局
　八雲町教育委員会
【申し込み・問い合わせ先】
　社会教育課（公民館内）
　☎0137－63－3131

子どもアイディア工作展

作品の募集を行います
＆
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